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新 年 を 向 か え て　　　　　　　　　 会 長　 池 田利 男

新年明けまして御目出度 う御座居ます。

2009 年元旦の初|ﾖの出を拝む事が出来まして、誠に喜ばしい事と存じます。

苦境の内で新年を向かえましたが、現役を卒業した我々世代にも苦難の道が始まるかも知

れません。

『元日は冥土の旅 の一里塚、目出度くも有り、目出度くも無し、』一体禅師、

－休禅師のような悟りの境地にはなれませんが、無理をせず、会員の皆様方と御一緒に一

歩づつ前進して行きたいと思います。

～教育委員会事務局　石堂謝参事から年蕭のご挨拶を戴きましたので以下にご披露します～

伊丹 市教育委員会 事務局　 生涯学 習部　 副孝 事　　 石 堂　 行文

新年 明 けまし てお めで と うござい ます。

昨年は、皆様方の長年の文化財ボランティア活動に対し、兵庫県よりr くすの

き賞」を受賞されましたこと、社会教育課としましても、誇りに思っております。

今年は、「歴史 一文化が醸し出す伊丹ロマン事業」も三年目となります。更な

る飛躍した事業に育てられることを願っておりますので、ご協力をよろしくお願

いします。



平成20年度伊丹市市民活動タイアップ事業

「伊丹の古代寺院と地域史へのいざない」実施総括と

菱田哲郎先生講演会「古代寺院と地域社会」概要 中川　康

平成之０年度の市民活鋤タイアップ事業は、r伊丹の古代寺雛と地域史への･いざな

1い」と儒して、巨木の会とタイアップして実施された。伊丹廃寺発見５０周年の記念

すべき年であることを考慮して、伊丹廃寺と北村地域史に焦点を当て、古代寺院建立

の青畳と地域住民の生活に思いをめぐらし、古代における巨木の存在童催を市民とと

もに典有するために、東田哲郎先生を拍ぎ「古代寺院と地域社会」の鵬演会を開催し、

さらにそれを受けて、古代寺院（伊丹廃寺）、中世寺院（北村廃寺）の建立青最と繰

道の自然林の藍蔓性を知ってもらうために北村界隈を散策することを企面、実施した

ものである。

北村界隈散策に先んじて開催された菱田哲郎先生の講演会は、極めて示唆に富んだ、

すぐれた内容であった。伊丹廃寺の性格が同鋳代に建立された西表の寺眺のそれとど

のように違うのか（古代寺院の伽藍配置や古代瓦から推定して、猪名寺廃寺の建立は

伊丹廃寺のそれより早く、また猪名寺庚寺は定槽寺であり、伊丹廃寺は定●寺でない。

芦屋廃寺、猪名寺廃寺、金心寺廃寺の本尊が薬師仏であったと考えられることから、

伊丹廃寺の金堂のそれも薬師仏であったと考えられる）、また伊丹廃寺の塔はどうで

あったか（法起寺のΞ・ 塔の例から考えて三重塔であったと考えられる）、古代寺院

の建立の車●ヵは何か（王嘲の仏教保護、豪族、知識輪の協力による建立）などと講

演された。

アンケート（聴講者９９名のうち、６５名分）を見ても、多くの聴鵬者は講滴内容を

分ったといい（６ ２／６ ５）、伊丹廃寺および西表の古代寺院の建立童●やその歴史を

珊解してくれたと考える。

講演会員備後一ヶ月ほどしてから、北村界●を散策してもらい、参加市民の方々に、

繰達の自然林の重蔓性、古代から中世における北村の重蔓性（交通の蔓香）、教書寺と

伊丹廃寺（・ 重寺）との章書ある関係（教香寺の本尊月弥陀如来立像が重蓮寺から移

って来たという）、そして伊丹廃寺址ではこの史跡の重要性を重機していただいた。

反雀すぺきは北村地域に住む方の参加が少なく、この事業がｔ 村界限の町づくりの一

助にならなかったことである。

鶴子を対象とした考古学的休験学習は兇童の参加者が４名と極めて少なく不十分

な輪果となった（参加予定の児童４名も参加されず残念な輸果となった）。勾玉造り、

古代寺院の丸瓦の文様追り、そして粟つくりなど、説明資料も作られていて、よく準

備された面白い行事であったと思っている。子供を中心にしたエベントでは、TPO が

大きな位置を占める。時ti ●･は■休みか春休みで、場所plac･ は坂急伊丹駅、ＪＲ

伊丹蒙近くが望ましい。学校行事が少ない、親が子供を佳せられる時を見極めること

の ｏｃｃａｓion も重蔓である。考古学的体験学習を実施するに当たっては、市教有委員

●や先生方、関係諸方面との協力をあおぐ必蔓がある。
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Ξ年にわたって市民着●タイアップ事業を実施した。一年目は、鴻池界隈の自然と

歴史を巡り、伊丹の町を支えた酒遺業の重蔓性を認識し、二年目は、御薦堰、南野を

敵策して、御願塚古墳の築造・背景および了楊寺の行基仏（岡木具体、Ｓ木化現仏）

を拝観してその意義を知り、三年目は伊丹廃寺尭見５０周年を期して、かって伊丹の

中心地だったと考えられるｔ 村地区の伊丹段丘の自然林と文化財を市民に紹介した。

これらの事業を実施することにより、伊丹の鋳る古代から江戸時代までの歴史、文化

財を市民に紹介したことになる。

町づくり諌支援による「市民活動タイアップ事業」は、市内で活躍する各グループ

に事業化の企礁を考えさせ、また各グループの活動、轜績化を見直させる点で極めて

有意義な事業であると裏く評価する。当会も三年間実施してきた経験、実績を生かし

て、市民活勁タイアップ事彙に近い行事を実施していくことが必要である。このよう

な行事を地道に実厳することで、町づくり課の期待に応えるとともに、市民の当会へ

の期待、付託にも応えることになる。アンケート（６５名分）で、「今後どのような

講演を望まれますか」の問いに、多くの方が行基と昆陽寺（２３人）。有胃糠と荒木

村重（２０Å）を挙げている。今年度は、昆陽寺や昆陽寺の文化財を守る会の方々と

協力して、「行基に圖するシンポジウム」を企圖しても面白いかと思う。

最後に、伊丹廃寺も北村廳寺もポツンと貌在とかけ離れて存在している訳ではない

のである。伊丹塵寺は重叢寺のような後塵の寺銑があっただろうし、その心は、人々。

村々に残っている（例えば、教善寺の本尊阿弥陀如来立像）。北村廃寺は発掘瓦から

して東密系の寺院であろうということから、伊丹においても密教寺院の建立そして神

仏習合は進んでいたであろうし、神仏習合は現在でも人々の生活に大きく影響してい

る。

隠れた伊丹の歴史を伊丹市民によくよく知ってもらうためには、人目につく箇所に

案内パネルを常時設置することやどんぐり塵の紙芝居などで市民を啓蒙してゆくよ

うな不断の努力が要求される。

３

づ



寺 内 町　　　　　　　　　　　　　　　　　 亀 井　　 尚

城郭構造の上で注目される惣構であるが。どのような経緯で形成されたものであろうか、その

要因の一つが「寺内町」である。寺内町は御坊や寺院などを中心としてその周囲に宗主の一族や

有力家臣の屋敷を配し、禰内に廠人や商人の住む町屋などを取り込んだものを指す。

更に寺内町の特色を肉付けすると「本願寺が獲得した寺内特権に準じて、真宗寺院を中心に形

成された宗教的集落である。本願寺が領主に要求した特権、すなわち寺院の安全保障、難役免除、

徳政免除などの“寺内特権’によって、外部の一応独立した地域空間を碓立していったのである。

寺内町の多くは河川や港に近接して形成され、JIIや海で生活する人々、手工業職人・商人運輸涜

通業者・芸能民などの領主支配や旧仏教寺院の支配を受けない、いわゆる中世の自由民によって

構成されていた。』織田信長　石山本願寺合鴨鴨前史　著者武田鏡村　より抜粋転載。

宗教を背景に統一的な思恙統制のとれた一種の自治都市である。初期の寺内町として注目され

るのは、当時「山科御坊」とよぱれていた山科本願寺である。山科本順寺は。文明１０年（14

78 ）正月、本噸寺八代門主差如によって建立が始まり、河内門徒が吉野に入・ て、柱を５０本

調達するなど、多くの門徒達の協力を得て建てられた寺院である。山科には、諸国から門徒が参

集し、旅館などが出来、やがて職人などが集まってきた。このようにして形成された寺内町は、

蓮如が吉崎（越前）へ移動した後も自治都市として、独自の発展を遂げている。

山科本願寺の構造は、以後の寺内町形成に大きな影響を与えており、その例として石山本畷寺

があげられる。

石山本願寺　石山本願寺は、明応５年（1496 ）蓮如が「摂州東成郡生玉之庄大坂」の地に

坊舎を築いたことに始まる。創建当時は、蓮如の隠居地であったのではないかと言われている。

ところが、天文元年（1532 ）６月２４日、一向一揆を恐れた細川春元に焚きつけられた法華

宗徒や近江の六角氏によって、山科本願寺と寺内町が焼き討ちに会う。

当時第１０代門主証如が一揆の指揮をとるため大坂御坊に入っていたことから、山科を捨てて、

本郷寺をここ大飯の地に移したとされている。

大坂御坊は、淀川と大和川とが合流する大阪湾の最奥部。上町台地に位置し、御坊の創建を蓮

如がこの地に定めた時分は、「虎狼のスミカ」とまでいわれたように、荒れ果てた土地だったが、

順下には古くからの要港・渡辺津があり、交通の要衝であった。

山科本願寺が法華宗徒や六角氏に攻められた経験を持つ彼らは「加賀の城作り」を呼び寄せて

石山本願寺を建立した。

寺内町の周囲に楊や土塁を巡らせ、町外に通じる出入り口は、潜り戸をともなった堅牢な門で

守り、また、警戒・攻撃用の「櫓」を発達させている。

本願寺第１１代門主顕如は、この石山本願寺を拠点として、全国の門徒を糾合し、元亀元年（１

５７０）から天:１８年（１５８０）までの１０年におよぶ信長との対立を繰り広げた。石山本願

寺は、顕如の息子で本願寺第１２代教如が最後まで抗戦の構えを見せたが、天ｊＥ８年８月、遂に

退出することになったが、その際本願寺で失火が起り、消滅してしまった。このように石山本願

寺は、強国峙代のー大拠点として絶大な勢力を鋳つていた。

石山本願寺の規摸はどれほどのものであったのであろうか。織田信長　石山本願寺合戦全史の

著者武田錐村氏は、国立民族博物館研究報告・水藤　真氏・・・からとして引用されている。

「石山御堂、当時門徒約圓万人余儀植」四万人が生活できる空間を有していたことがわかる。
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石山寺内町には。鍛冶屋 一太刀屋・墨量・桶屋・竹屋・油屋・医師・菓量・土蕃師・大工・仏

具師・御厨などの職人たちとその家族さらに生活必需品を扱う商人や。迪くは越後・加賀・越前

などと交易する商人や遷輸業者がいたようである。寺内町に住む人々は、武力を持つ倣主の寺内

介入を排除する守書不入の特権や、傭政令を免除できる特権、難役免除の特権ﾚなどの寺内権によ

って保雛されていたようである。奈良・根津・河内・和泉の今なおその面影を残す寺内禰rを列記

すると今井町（奈 良）、久宝寺（人尾）、招曼（枚方）、貝塚、富田林、小浜（宝塚）、塚口などで、

これらの寺内町は前記の様々な特権を与えられて胃いたのではなく、寺を中心に町が造られ、そ

の繁栄振りを見て、頓廷、貴族、價主が特権を与えたもので、本噸寺は細JII春元ら有力大名をは

じめ、青蓬院門跡や繭関白近衛前久らに接触、また。狭らも本願寺に援助を求めるという関係に

あった。また公卿を通じて天皇に接近、財力がないため即位式が出来なかった天皇のために赦金

することで本願寺は門跡に列している。麟如が１７癩の永禄２年（1559 ）１２月、この猷金

によっ て即位したのが正親天皇である。順如との１０年鞍争の真実、著者武田鏡村氏。

信長も本願寺に矢銭を課し、本顛寺はこの要求に応じている。また久宝寺、招畳、小浜の寺内

町も備長の要求に応じ、難を逃れている。しかし償長は本願寺を攻撃１０年峨争の火種を遊った。

その大きな理由は、本願寺を屈伏退去させることで、各大名と結ぷ門徒勢力を弱める。本願寺の

求心力を失った各地の｡門 徒勢力 は霧散する。など鞍略的展望に立ち、本願寺にしつこく退去を迫

った。また、信長公記には「酉は槍海湊々として、日本の地は申すに及ばず唐土・高貴・南蛮の

舟、海上に出入り、五畿七道ここに集まり、売買利潤、富貴の湊なり』とアジア、南蛮に通じる

要所で、大坂は日本一の境地と認濃しており　　 主の饌地には勿体無い、と言うのが償長の考え

だったようだ。ここで明確にしておきたいのはややもすれば寺町との混同であるが寺町は、京都、

大阪は秀吉が、尼崎は戸田氏が戦略的に各宗派の寺を集めてできた寺町で寺内町とはまったく異

なる。

木曜班　市内散策雑記帳

木嘩班でこれまで続けてきた寺内町めぐり、一段幕で前記を亀井さんに書いてもらいました。

市内を改めて散策しようと言うことでその１回目を12 月４日郷町･三軒寺界隈を中心に実施、十

徽名の班員が、ワイワイガヤガヤ。カリオンの下に集まり有圖城跡からスタート、日頃余り眼に

しない陰の部分を散策。句碑･歌砕・墓・・・　　　　　 これまで門を閉ざして近寄りにくかっ

た本泉寺。今は門閲放で大歓迎の感。中に入ると、立諏な本堂、東弊のアイホールのガラス壁に

全景を映し本堂が２つある感じ。墨染寺あたりでは、それにしても女郎塚跡に何もないことを再

確認した感じ。三軒寺入りロエ事中で入りたいのに入れない所があったり、寺経轡の幼稚園から

はピチピチの幼児ギャルの声、おおくすの木の聞きなれた話と意外な人の意外な話。私は他用の

ためここで失礼。新|日交流の有意義な散策であうた。

２回目は１月２２日猪名野神社から縁道・辻の絆・教善寺・・・とぅりなれた道、バードウォ

ッチングよろしく双眼鏡を手に瓦や軒下をチェック。縁道の下にカモカワ井の存在をご存知かな

昆陽井同様大事な胃墾井。今も水利権・・・よく聞く話、そう言えば縁道の所々に木の蓋した所

あるよね。教善寺では菩薩の由来。廃寺の火災の時預ったまま取りに来なかったのでそのまま預

っているとか・・・伴林光旱の隠れ部量のこと、本尊安置の天井絵のこと、この寺は地の人々の

書付や奉仕での存在大とか、院主の留守に奥方の滞らかな話に峰を忘れ･て聞き入ってしまった。

気さくな奥方･に感謝、わずかな謝礼で丁度いい時閥で失礼を・・・　　　　　　ＭＧ記
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屋外研修 源氏物 語の舞 台 「須磨」 散策 を実施 して　　 金曜 Ｇ　 田中　 賞

平成２０年 重０月慧　目、青空の下、会員2s 人の参加を得て、標題の屋外研修を実施しました。

伊丹、辻の碑から

ご

里の普の国痍・圈跡の探訪は、山崎。堺、に銃いて三回日々゙す。

当日、午前中は「殲磨歴史倶楽都」ガイド小林さんの案内で村上帝社→須磨め関跡・関守弗荷

神社→現光寺→平重衛捕らわれの松飾→須磨寺→須磨離宮公園を訪れました。当初、ガイドの予

定は２時間でしたが、小林さんの熟のこもった義明で３時間近くのガイドになりました。

須磨離宮公園内で昼食後、各自で一時間ほど同公園を散策しました。好天に恵まれ、自然を満

喫できたのではないでしょうか。その俵、松風村雨堂に立ち寄り一同帰路につきました。

須磨は古来より、虚実織り交ぜて、数々の物語、和歌。俳句などの文学作品や粛曲（能）、舞

などの舞台となってきました。そこで今回訪れたいくつかのポイントについて地元で語り継がれ

ている伝承を紹介しておきます。

ｏ　須磨の瀾飾（関守稲荷神社内）須磨の関
は平安末期の歌人源兼昌が「淡路島　かよう千鳥

の　なく声に　幾夜寝覚めぬ　教磨の厠守」と詠み、俯少納言が枇草子で「関は逢坂。須磨」

と書いたことでつとに有名です。大宝元年（70耳）の大宝令で価津に海関が設けられ、これが

須磨の関とされてきました。現在は壽守稲荷神社境内に兵庫栞が「史跡須磨関屋飾」の標畿を

建てています。また同敷地に明治初年に現光寺襄から出土した「川東左右関屋跡」の標石が移

設されています。須磨の関は延暦７年（787 ）に廃止され。:iE確な場所は定かでないようです。

従って辻の碑が建てられた頃はすでに関跡でありたかもしれません。

○　現光寺（源光寺）　浄土真宗本願寺振の末寺で、永世12 年（16重s）に開基されました。

門前に「源氏寺」の大きな石碑があり、裏面に源氏物語須磨の巻きのー飾が刻まれ、さらに

小さい文字で「光薫氏が京より移り住んで、わぴ住まいしたところと古来語り継がれている」

と彫られています。当然、光源氏は創作上の人物で実在していません。そのモデルといわれた

左大臣、源高明が安和の変でこの地に流されたと伝えちれていることから、このようないい伝

えが生まれたようです。元禄元年（1688 ）芭蕉がこの寺の「風月庵」に泊まり「見渡せぱ　な

がむれぱ　須磨の秋」の句を作り、明治時代、jE岡子規が「読みさして　JIも出るなり　須磨

の巻き」の句を残しています。

○　麟●（能楽）史跡　須磨にはたくさんの麟曲の史跡があり、今回も「松風」「紋上」r敦盛』

「須磨源氏」等のの舞台を訪れました。このうち「松風」とr 叙上（村上帝社）の伝承を紹介

しておきます。

松風の舞台　松風村雨堂　平安時代、在原行平が天皇の怒りに触れ須磨に旅され．ｓ年間

わび住まいをしました。そんな時、多井畑の姉妹『もしほ、こぷし』の姉妹に出会いr 松風、

村雨』と名付けて愛します。行平は３年が過ぎ都へ帰る時、ひそかに烏帽子と狩衣を松の枝に

掛けて、立ち去ります。姉妹はたいそう悲しみ、行平の住まい跡に庵を建て観世音菩薩を祀り、

行平を偕んだといいます。地元では行平が都へ帰るときにr 立ち分かれ　いなぱの山の　峰に

生ふる　特つとし閲かぱ　いまかえりこむ」と詠んだとしていますが、国文学史上では行平が

因幡国守に赴任する時に詠んだとしています。

絃上の舞台　村上帝社・琵琶塚　平安末鸚、琵琶の逮人、太政大臣藤原師長が唐へ撲り、

琵琶の奥義を極めるため須磨まできましたが、その夜村上天皇の霊が現れ。師長を琵琶の達人

としたので入唐せず傷琶を埋めて帰京しました。この伝説から村上帝が祀られています。

最後に伊丹生まれ伊丹三樹彦氏の句碑　くらやみに　なおも花散る　平家琵琶　（須磨寺）

６

づ
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２ ０． 10.14　 定 例会 研 究 発 表　 森

①　駄 大川

乏しい水概に花ぴらが槐れ

水草に啜い寄せられたが離れた

ガチガチに賜められ　表情を失い

乾いた士を蘇らせる水はなかった

凰は花ぴらを追うて行く

貫正橿から駄大川根まで

片や　福知山隷踏

片や　工場跡に出現した　大型商業施設

町の東部を流れ　神津大橋の手前で猪名川に合流する

この小さなJ11の名を尋ねると

江戸時代に辿り着いた

鴻椎のほとりで濁り禰を追っていた山中家

慶長５年（1600 ）澄み酒の繭遣に成功

馬の青に二樽振り分け　江戸に運び大評判となり

巨万の富を得る

「清酒発祥の地　伊丹」の名を高めた

後に山中家は大坂に出て　楠池家を興し

天下の両替商として知られるが

基は酒造で得た財力だった

この駄送りが伊丹酒の江戸積みの始まり

酒樽二樽をー駄と数え　一樽は片馬と呼んだ

酒樽を数えるのに「駄」という単位を使い

駄 大川

仁い

江戸で　酒の値段や潭賃なども十駄（二十襟）を

基率とした

かつての荒木村童の教下町は

寛文元年（1661 ）大半が近衛家の所懐となり

江戸積洒遺業の伊丹郷町と発展したが

海に面しないため　　 紬送は馬で神購へ

そこから天道船で　伝法（大坂）へ

後は樽廻船で江戸へ運んだ

神崎まで舶で送りたい

長い素月と多くの■康人の夢が

天明４年 （1784 ）に叶う

雲正坂下に　船着据を設け

高瀬舟に十二樽積み

猪名川に出て　神埓へ百般が往来した

川は　いつしか駄六川と呼ぱれ

あたりを湊町と言い　料亭や置屋で筆わった

往時の繁栄も色あせて

香鍼の薄れた町

酒蔵跡の空間は

集合住宅が埋め

虫●窓をみおろしていた

伊丹市文化財ボランティアの会

兵庫県くすのき賞受賞

'‾　　　　　 ｉ
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②　 台 柿　 晶種は「●平」と呼ぱれ,ヽ たの屑圖が良く

盛り上がウて翁の花ぴらのように見える渋柿

である

天は背伸びして

たわわに実りた台柿は

枯山水の庭にはまりこんで

時を見つめていた

江戸峙代後期　頼山鳥　田匍村竹田ら学者や

両家の一行は　箕面の紅葉狩の帰り　江戸で

「丹醸」と回文にも歌われた伊丹を訪れ

銘酒『剣菱』の醸造元板上家で酒宴となる

この席に出された台柿のあまりのおいしさに

頼山陽はｒもう一つj と所望したが　胃田家の

庭にある　台柿と呼ぶ珍しい柿で「もうない」と

いわれた　その時の恙いが「稼記」として　漢詩

と百が残され「頼山鵬遺嚢の柿」と知られる

柿渋を抜くと甘柿以上に甘くなる渋柿

目々の暮らしが　自然と向きあってきた伝承が

日溜りをつくつていた

鹿児為の楓泉場

暴に浸けて上から竹で押え　１０日ばかり置く

母

貰い●で少しだったのか米櫃に入れていた

妻の実家（鳴門）

瓶（かめ）に暴をいれ　柿を浸けて上に叢を

置き董をして　１０日ばかり特つ

８

一 一 一 一 一

伊丹の柿名所　頁野　新田中野

名家に大きな柿の木があった干柿にもしたが

あわせ柿といって一遍湯に通した

渋がとれると甘くなり長持ちして正月がすん

でも甘い

荒牧

へたに焼酎を浸けて紙疲に包みピこ=ｘ－ル毅に

入れ癩階　２週間ぱかり置く

インターネフト

＝sツプに入れた焼酎（２００ｃｃ位）にへた

を５秒位浸けてビニール襲に入れ　終ると

残った焼酎を全て袋の中に入れ　袋の口を閉

じて輪＝fムでとめる　 回の当る場所なら4 11

から６日　日陰ならle 目位寝かせる

台柿

もぎ取って置くと自然に熟する　斡数はもぎ

取った時の具合で異なる

風が募集を追いたてる嘱

真赤に●した台締は

桐岡田家住宅にある

柿秦 文●の投句倫の鋳に鎮座していた

頼　山腸の愛した台柿

‥ ｉ



あっ い あっ い ホット なはなし 柳揮　森夫

７月の屋外研修は、木嘔グループの案内１き開催されました。　　　　　　　　　　 ∧

去る７月22 日（火）は違日のうだる様な暑さの真っ最中。しかも暦の上での『大暑』め日で

した。２４名の参加を得て、大阪府貝塚市の名刹　水間寺へと向かいました。

容赦なく照りつける嗚を斟ぴ、噴きだす汗を拭いつつ到着。

厄除聖観音菩薩を本尊に鄙る重厚な本堂、三重の塔などを拝観したあと、裏山にある水間公園

に行き昼食を執りました。

一面に縁の芝が広がり手入れの行き届いた広場を眼にしてフジの木陰で、思い思いに弁当を広

げました。

その時、「みなさーん、暑いので食塩を持ってきたから、取って回してねー」と女性の声、

ふり返ると発声主は、木曜グループのリーダー酒井かづえさんです。

我が文化財ボランティアの会のメンバーは後期高●者か若しくはそれに近い年齢者が多いの

です。参加者の他力と健康を盧りて家から食塩を準備してくれたのでしょう。

回ってきた食卓塩を手の平に載せ口にしました。暖かみのある葎い味が舌に沁みました。

酒井さんの他人を思いやる人情、やさしい心遣いに心からの感謝をしつつ食事を終えました。

あと、予定の寺内町の見学を終え、お陰様で全員無事に帰路に七）きました。

当日の研修は。心温まる意義深い一目でありました。

（
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＜ガイド日程・団体･ 人 数＞

月 臼（曜 日 ） コース 依頼者 人数

８ 22( 會) 関田･石橋家 圖吉満地善町歩こう● 15

30(土) Ａ 小暗歩こう會予クテク 17

９ 20( 土) Ｃ 昆購●塘妾 47

24( 水) 間田･石橋家 雨宮甲東公民館 29

10 5(日) 爾田･石楯家 湯池新田会断 35

9(木) Ａ 奮塚やまぴこ友の會 35

15( 水) 関田な 竃崎北小学校PTA ９

21(火) 胃田家 梱野自論会 27

郷町館 兵庫１ 高齢者放送(尼) 30

25( 土) Ａ 職員ふれあいセンター 50

Ｆ 轜員ふれあいセンター 50

30(木) 興田家 仏山市(国難平和課) ６

１１ 1(土) Ｄ 伊丹スワンクラブ 12

2（自 ） Ｆ 珊穂地区社協 80

6(木) 関田家 尼崎健康増違すみれ會 51

11(火) Ａ 猪名川町中央公民館 42

12(水) Ａ 西富市友會 47

19(水) 岡田家 三回夢會 15

22(土) Ａ ユニコン(尼崎χ ６

12 5(金) Ａ S･lfまち組 20

16(火) Ｂ ( 盾)いつでもloup。 ９

１ 9(金) Ａ Ξ 爾市(個人) ２

２ 20(會) 擲町一轍丘 自然緯研 30

2･(末) Ａ スワンクラブ 15

27(金) 岡田家他 (大●λlt良大学騰疸 80

３ 8（日 ） 関田･石橋家 鶴在家まちづくり委員会 40

編集後記

Na.39発行時に急濾心筋梗塞での入院で皆

さんには多大の迷惑･ご心配をおかけいたし

ました。今号合併号にしました。イベント多

い時期にしては原稿集まらず苦労もそこそ
W

心 ０ 体調も徐々に復帰しておりますので又

よろしく・・・ ＭＧ

幹事●　･/4　9/2　1e/7　11/4　12/2　1/･

竃個●　 ８/11　●/9　1/14　11/11 12/･　1yIs

研究発表　9/9 古代Ｘ鈷土･レプリカ偉虞

le/14 伊丹とポエム

12/●古代■事●低●と行暮庸吹から●咎眸ft

火曜●巡僑 ●/1 晦３８､2/1 翫s9･ ４０會僣号

屋外研●　9/30 土日蔑 大畷狭山市

10/1･　 金曜葺　 神戸須磨

秋季パス署●旅行11/11 県立考古鱒愉磨鶴林●

どんぐり座･/12 定併金 新作披露

･/20　 わくわく験・　 中央公氏館

11/●･●ロマン事粛 きららホール

わくわく歓宸　s/ 加

タイアップ事S 8/23 騰渡会｢古代寺院と嶮域牡会｣

卜　　　　　　 難騨 菱田 営郎氏

･/27 繰達･ｔ 村･●丹磨寺跡散輦

長津嗇●体●･ 考古学的体験

ロマン事業　 験示　11/●～13　きららＨ

体●学・ 11/1･15,12/s.1/10･24　 スカバ

史●偏り11/Is

験塵I 働摺から璽る神津の曜史j

11/17～21　s自

文化財庸揚　　11/29

伊丹朧奇跡･有岡城●･御難塚古敏

行お爾10/21　 竹林●･暗がり峠

ボランティア肇り10/12　 慶乖

あいたい兵庫ヂイスチイネーションキャンペーン

プレキャンベーン10-ll 月

集5圖いたみアピールフォーラム11/2 ●　スワンＨ

「平成いたみ八最｣

県くすの●賞受賞　11/ 釦

しめ欄仰り　12/2e　 膀伊丹鋤罹皿

12/25　 会員およぴ一睡

文ｔ 財ポラン子イア養成講庫1/27 ～3/3

s/1･ 史跡巡り

ロマン事業　 休●季讐　１/21(土俵)

s/7{冰剣}

ｉ
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